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研究テーマ※ クライエントの主体性を支援する心理療法 

概要※ 
（概ね1000字以内） 

（写真・グラフ等自由） 

【研究の背景・目的・内容】 

 心理療法の究極の目的は個人が主体的に生きることを支援することである。そこでクライエント自身が自らの

持てる力を見出し活かせるようサポートすることが欠かせない。そのための具体的な方法論として、ヒューマニ

スティックアプローチや解決志向アプローチを基盤とし、心理療法のもたらす影響について明らかにすることを

目的とした。クライエントにとって望ましい心理療法の在り方を探るため、解決志向アプローチの面接を通じた

問題のイメージの変化を質的研究であるPAC分析とM-GTAを用いて明らかにし、「認識と関わりの主体」モデ

ルを生成した。 

【応用例、研究の展望】 

展望として、心理的支援において、クライエントの視点からの認識を検討する際に有効であると考える。研究の

今後の展望としては、生成された仮説理論である「認識と関わりの主体」モデルに関して、社会的活動としての

心理面接の事例検討を通じて応用可能性を検討した(青木・井上、2016)。応用例として、解決志向アサーティブ

ネストレーニング（望月・青木, 2020）を考案し、ドメスティック・バイオレンスや虐待などの被害にあいトラウマ

を抱えた個人や、家族内コミュニケーションの支援に役立てている。 

【研究方法の特色】 

①質的研究法を用い、ユーザーの視点から心理療法や介入プログラムの効果をとらえた。また、PAC分析とM-

GTAという2つの質的分析を組み合わせることで、より深い語りを引き出すことが可能になった。 

②量的な指標を用いることで、他の研究との比較可能性や客観性を持たせるよう配慮した。 

本研究関連 

特許・論文等 

・青木みのり・井上恵理 2016 質的研究により生成された仮説理論の実践に向けて―「認識と関わりの主体」

モデルを例として―. 応用心理学研究第41巻第3号, 308-316 

・青木みのり 2019 「クライエントの視点」再考（日本女子大学叢書22） 晃洋書房刊 

・望月由紀子・青木みのり 2020 家族との程よい関係を目指し解決志向アサーティブネストレーニングを用い

た事例 ブリーフサイコセラピー研究, 29, 16-28. 

共同研究・外部機関 

との連携への期待 

・家族内コミュニケーション支援への応用 

・スクールカウンセリングにおける応用 

 


